名所図会に見る近世後期の若狭と越前（一） : 嶺南地方から丹南地方南部まで by 膽吹, 覚
は
じ
め
に
近
世
後
期
、
名
所
図
会
本
と
呼
ば
れ
る
、
挿
絵
入
り
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
大
い
に
流
行
し
た
。
名
所
図
会
本
の
魅
力
に
つ
い
て
、
宗
政
五
十
緒
氏
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
名
所
図
会
」
は
一
種
の
地
誌
、
案
内
書
で
、
名
所
・
旧
跡
や
神
社
や
寺
院
か
ら
、
世
上
の
風
俗
・
人
情
・
行
事
、
ま
た
、
そ
の
地
域
に
ま
つ
わ
る
説
話
・
物
語
や
口
碑
・
伝
説
の
類
を
収
録
し
て
解
説
し
て
い
る
。し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、
描
写
の
詳
細
な
絵
図
を
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
詳
細
な
絵
図
を
収
録
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
図
会
本
の
魅
力
の
第
一
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
名
所
図
会
本
以
前
に
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
の
地
誌
や
案
内
書
の
挿
絵
と
比
較
し
て
み
る
と
容
易
に
知
ら
れ
る
。（
宗
政
五
十
緒
編
著
『
大
阪
の
名
所
図
会
を
読
む
』「
ま
え
が
き
」、
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
二
年
九
月
刊
）
宗
政
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
名
所
図
会
本
の
最
大
の
魅
力
は
、
そ
の
精
緻
な
挿
絵
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
名
所
図
会
本
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
を
使
用
し
て
、
江
戸
後
期
の
若
狭
・
越
前
両
国
（
現
在
の
福
井
県
に
相
当
す
る
地
域
）
の
有
様
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
示
す
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
名
所
図
会
本
の
挿
絵
を
使
用
し
て
近
世
後
期
の
景
観
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
し
か
し
、
名
所
図
会
本
の
挿
絵
が
当
時
の
実
際
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
、と
い
う
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
宗
政
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
一
般
の
絵
画
に
あ
っ
て
は
「
絵
空
事
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
絵
は
必
ず
し
も
実
際
を
描
い
た
も
の
な
く
て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
沢
一
鳳
の
「
秋
里
籬
島
の
話
（『
伝
奇
作
書
』
残
編
中
の
巻
）
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
名
所
図
会
の
挿
絵
は
、
絵
師
が
実
際
に
見
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
大
凡
、
事
実
の
写
生
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
名
所
図
会
に
見
る
近
世
後
期
の
若
狭
と
越
前
（
一
）
―
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
―
膽
　
　
吹
　
　
　
　
　
覚
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
た
だ
し
、
部
分
的
に
は
若
干
の
問
題
は
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
風
景
図
に
お
け
る
個
々
の
部
分
の
位
置
関
係
・
鳥
瞰
図
に
お
け
る
建
築
物
の
寸
尺
、
な
ど
に
つ
い
て
は
事
実
と
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
宗
政
五
十
緒
「
近
世
後
期
の
京
三
条
大
橋
か
ら
大
津
札
の
辻
ま
で
―
名
所
図
会
に
見
る
大
津
街
道
―
」、『
京
都
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
十
号
、
平
成
四
年
十
一
月
刊
）
宗
政
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
名
所
図
会
本
の
挿
絵
は
、
全
体
と
し
て
は
大
凡
、
事
実
の
写
生
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
掲
出
す
る
挿
絵
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
凡
、
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
の
若
狭
・
越
前
両
国
の
有
様
を
描
い
た
も
の
と
把
握
し
て
大
凡
、
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
は
挿
絵
を
多
用
す
る
た
め
に
紙
数
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
第
一
編
を
現
在
の
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
、
そ
の
第
二
編
を
丹
南
地
方
北
部
か
ら
福
井
市
ま
で
、
第
三
編
を
坂
井
市
・
あ
わ
ら
市
と
し
、
全
三
編
に
分
け
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
稿
は
そ
の
第
一
編
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
掲
出
す
る
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』、『
日
本
山
海
名
物
図
会
』、『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
収
載
の
挿
絵
は
、
す
べ
て
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
複
写
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
１
　
若
狭
鰈
挿
絵
１
は
若
狭
の
鰈
漁
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
第
三
巻
に
載
る
。
そ
の
解
説
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
挿絵１　若狭鰈網
名
所
図
会
に
見
る
近
世
後
期
の
若
狭
と
越
前
（
一
）
―
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
―
三
海
岸
よ
り
三
十
里
ば
か
り
沖
に
て
捕
る
な
り
。そ
の
所
を
鰈
場
と
い
ひ
て
、
若
狭
・
越
前
・
敦
賀
・
三
国
の
漁
人
ど
も
手
繰
網
を
用
ゆ
。
海
の
深
さ
大
抵
五
十
尋
、
鰈
は
そ
の
底
に
住
み
て
、
水
上
に
浮
か
む
事
稀
な
り
。
漁
人
、
三
十
石
ば
か
り
の
船
に
、
十
二
、
三
人
舟
の
左
右
に
わ
か
れ
、
帆
を
横
に
か
け
、
そ
の
力
を
借
り
て
網
を
引
け
り
。
ア
バ
は
水
上
に
浮
き
、
イ
ハ
は
底
に
落
ち
て
網
を
広
め
る
な
り
。
外
の
子
細
な
し
。
網
中
に
混
り
獲
る
物
、
蟹
多
く
し
て
、
も
っ
と
も
大
い
な
り
。
こ
の
解
説
文
に
拠
る
と
、
江
戸
時
代
の
鰈
漁
は
、
海
岸
か
ら
三
十
里
（
約
百
二
十
㎞
）
ほ
ど
の
沖
合
で
行
っ
て
い
た
。
そ
の
漁
場
を
鰈
場
と
い
う
。
鰈
場
周
辺
の
水
深
は
五
十
尋
（
約
七
十
五
ｍ
）
あ
り
、
鰈
は
そ
の
海
底
に
生
息
し
て
お
り
、
水
上
に
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
そ
こ
で
、
漁
師
た
ち
は
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
三
十
石
ほ
ど
の
大
き
さ
の
帆
か
け
船
で
沖
に
出
て
、
手
繰
網
で
鰈
を
獲
っ
た
。
絵
の
右
側
、
船
上
に
は
十
五
人
ほ
ど
の
男
た
ち
。
全
員
上
半
身
裸
で
、
腰
蓑
を
つ
け
、
菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
船
の
後
部
（
絵
の
中
央
部
）
に
は
舵
を
と
る
男
が
一
人
。
帆
の
左
右
に
は
漁
師
が
六
人
ず
つ
。
帆
の
下
に
は
風
向
き
を
見
な
が
ら
帆
を
操
る
男
が
二
人
。
こ
の
帆
か
け
舟
は
、
海
上
を
吹
き
抜
け
る
風
に
対
し
て
船
体
を
横
に
向
け
、
そ
の
帆
に
垂
直
に
風
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
風
の
力
を
借
り
て
網
を
引
き
上
げ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
絵
の
中
央
下
部
に
一
匹
の
越
前
ガ
ニ
（
ズ
ワ
イ
カ
ニ
）
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
絵
が
冬
の
鰈
漁
を
描
い
た
一
枚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
手
繰
網
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
鰈
は
、
浜
辺
に
上
げ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
塩
挿絵２　若狭蒸鰈制
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
四
蒸
し
に
さ
れ
る
。
挿
絵
２
は
そ
の
塩
蒸
し
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。
同
じ
く
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
第
三
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
塩
庫
風
乾
。
こ
れ
を
む
し
鰈
と
云
ふ
は
、
塩
蒸
な
り
。
火
気
に
触
れ
し
物
に
は
あ
ら
ず
。
先
づ
取
り
得
し
鮮
物
を
、
一
夜
塩
水
に
浸
し
半
熟
し
、
ま
た
砂
上
に
置
き
、
藁
薦
を
覆
ひ
、
温
湿
の
気
に
て
蒸
し
て
、
後
二
枚
づ
つ
尾
を
人
に
繋
ぎ
、
少
し
乾
か
し
、
一
日
の
止
宿
も
忌
み
て
即
日
京
師
に
出
だ
す
。
そ
の
時
節
に
お
い
て
は
、
日
毎
隔
日
の
往
還
と
は
な
れ
り
。
淡
乾
の
品
多
し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
天
下
の
出
類
、
雲
上
の
珍
味
と
云
ふ
べ
し
。
右
の
解
説
文
に
あ
る
と
お
り
、
若
狭
の
蒸
鰈
は
塩
蒸
し
で
、
火
気
に
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
浜
辺
に
上
が
っ
た
鰈
は
、
ま
ず
一
夜
塩
水
に
浸
さ
れ
、
半
ば
熟
成
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
絵
の
左
下
部
、
藁
葺
き
の
作
業
小
屋
の
前
で
、
藁
薦
で
覆
っ
て
塩
蒸
し
に
す
る
。
蒸
し
上
が
っ
た
鰈
は
、
絵
の
右
中
央
部
、
二
枚
ず
つ
尾
を
上
に
し
て
棹
に
干
さ
れ
て
天
日
で
乾
燥
。
干
し
上
が
っ
た
鰈
は
、
一
日
の
止
宿
も
な
く
、
京
都
に
出
荷
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
絵
の
中
央
上
部
、
沖
に
は
小
鯛
の
延
縄
漁
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
鯛
も
若
狭
の
名
産
。『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
延
縄
を
以
て
釣
る
な
り
。
ま
た
、
せ
縄
と
も
云
ふ
。
縄
の
大
さ
一
握
ば
か
り
、
長
さ
一
里
ば
か
り
。
こ
れ
に
一
尺
ば
か
り
の
苧
糸
に
針
附
け
、
一
尋
一
尋
を
隔
て
て
縄
に
列
ね
附
け
て
、
両
端
に
樽
の
泛
子
を
括
り
、
差
頃
あ
り
て
か
の
泛
子
を
目
当
に
引
き
上
ぐ
る
に
、
百
糸
百
尾
を
得
て
、
一
挿絵３　敦賀之湊
名
所
図
会
に
見
る
近
世
後
期
の
若
狭
と
越
前
（
一
）
―
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
―
五
も
空
し
き
物
な
し
。
餌
は
鯵
・
鯖
・
蝦
等
な
り
。
同
じ
く
淡
乾
と
す
る
に
、
そ
の
味
ま
た
鰈
に
勝
る
。
延
縄
漁
と
い
う
の
は
、
絵
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幹
と
な
る
綱
に
多
数
の
枝
の
よ
う
な
縄
を
つ
け
、
そ
の
先
の
釣
り
針
に
餌
を
つ
け
て
海
に
投
入
し
、
数
時
間
後
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
漁
法
の
こ
と
。
小
鯛
の
餌
に
は
鯵
や
鯖
、
蝦
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
た
。
若
狭
湾
で
獲
れ
た
小
鯛
は
鰈
と
同
じ
よ
う
に
塩
蒸
し
し
た
あ
と
、
天
日
干
し
さ
れ
た
。
そ
の
味
は
鰈
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
２
　
敦
賀
湊
挿
絵
３
は
敦
賀
港
を
北
西
、
杉
津
方
面
か
ら
描
い
た
鳥
瞰
図
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
に
載
る
。
そ
の
解
説
文
に
曰
く
。
敦
賀
は
荒
乳
山
よ
り
行
程
四
重
に
し
て
越
前
第
一
の
繁
花
な
り
。
数
千
の
人
家
軒
を
つ
ら
ね
、
都
の
商
賈
入
り
つ
ど
ひ
交
易
を
事
と
す
。
い
に
し
へ
よ
り
こ
の
地
に
は
遊
女
あ
り
て
、
い
と
も
賑
し
き
大
湊
な
り
。
崇
神
天
皇
の
御
宇
、
異
国
よ
り
額
に
角
生
ひ
た
る
都
恕
我
阿
羅
斯
等
と
い
ふ
者
こ
の
地
に
着
せ
し
よ
り
地
名
を
角
鹿
と
名
づ
く
と
い
へ
り
。
す
な
は
ち
今
の
敦
賀
な
り
。
敦
賀
は
、
江
戸
時
代
、
越
前
国
第
一
の
繁
華
街
で
あ
っ
た
。
敦
賀
に
は
絵
に
あ
る
と
お
り
大
き
な
港
が
あ
り
、
北
国
と
上
方
と
を
つ
な
ぐ
中
継
港
と
し
て
繁
昌
し
て
い
た
。
敦
賀
で
中
継
さ
れ
た
北
国
の
物
産
は
、
北
国
街
道
を
経
て
近
江
国
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
再
び
船
で
琵
琶
湖
を
縦
断
し
大
津
へ
。
大
津
か
ら
は
大
津
街
道
を
通
っ
て
京
へ
運
ば
れ
て
い
た
。
絵
に
も
、
敦
賀
港
に
停
泊
す
る
数
艘
の
北
前
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
説
文
に
「
い
に
し
へ
よ
り
こ
の
地
に
は
遊
女
あ
り
て
」
と
あ
る
と
お
り
、
絵
の
左
下
部
に
は
「
遊
女
町
」
が
見
え
る
。
こ
の
遊
女
町
に
つ
い
て
、
近
世
前
期
の
遊
里
の
解
説
書
で
あ
る
藤
本
箕
山
『
色
道
大
鏡
』
は
、「
敦
賀
の
遊
郭
は
六
軒
町
と
い
ふ
。
揚
屋
の
居
る
と
こ
ろ
を
三
ツ
屋
と
い
ふ
。
傾
国
の
遊
料
十
六
匁
、
次
は
十
匁
な
り
、
端
女
は
六
匁
宛
」（『
色
道
大
鏡
』、
八
木
書
店
、
平
成
十
八
年
六
月
刊
）
と
記
し
て
い
る
。「
遊
女
町
」
の
少
し
上
方
に
は
「
け
ひ
明
神
」（
気
比
神
宮
）
の
大
鳥
居
が
見
え
る
。
気
比
神
宮
に
つ
い
て
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
は
、
気
比
大
明
神
の
社
は
敦
賀
郡
に
あ
り
。
い
に
し
へ
仲
哀
天
皇
角
鹿
に
御
行
し
た
ま
ひ
し
時
、
行
宮
を
建
て
さ
せ
ら
れ
笥
飯
の
宮
と
号
け
た
ま
ふ
。
神
功
皇
后
十
三
年
、
誉
田
太
子
こ
の
行
宮
を
拝
し
、
天
皇
を
崇
め
奉
り
て
笥
飯
の
神
と
祝
ひ
祭
り
た
ま
ふ
と
い
へ
り
。『
万
葉
集
』
の
歌
に
、
け
ひ
の
海
よ
そ
に
は
あ
ら
じ
芦
の
葉
の
乱
れ
て
み
ゆ
る
あ
ま
の
釣
船
と
簡
略
に
そ
の
由
来
を
記
載
し
て
い
る
。
気
比
神
宮
は
越
前
国
一
ノ
宮
で
あ
る
。
３
　
荒
乳
山
荒
乳
山
（
愛
発
山
）
は
越
前
国
と
近
江
国
の
国
境
に
あ
る
。
こ
の
山
麓
に
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
六
は
か
つ
て
古
代
の
三
関
の
一
つ
、
愛
発
の
関
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
近
世
後
期
も
北
国
街
道
の
交
通
の
要
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
挿
絵
４
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
掲
載
の
荒
乳
山
山
麓
を
描
い
た
挿
絵
で
あ
る
。
そ
の
説
明
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
荒
乳
山
は
近
江
と
越
前
の
境
、
山
中
の
宿
に
あ
り
。
江
州
大
物
超
専
寺
よ
り
行
程
十
三
里
余
。
往
昔
親
鸞
聖
人
越
の
国
に
左
遷
た
ま
ふ
御
時
、
こ
の
山
の
嶮
し
き
に
行
き
な
や
み
た
ま
ひ
、
越
路
な
る
あ
ら
ち
の
山
に
行
き
疲
れ
足
も
ち
し
ほ
に
染
む
る
ば
か
り
ぞ
と
詠
じ
さ
せ
た
ま
ふ
。こ
の
御
歌
を
見
て
も
そ
の
嶮
難
を
思
ひ
や
る
べ
し
。
今
は
都
よ
り
の
往
来
繁
く
街
道
と
な
り
た
れ
ば
、
山
を
開
き
道
を
造
り
往
来
せ
る
に
容
易
し
。
祖
師
の
御
在
世
は
今
を
去
る
事
六
百
余
年
、
田
畠
も
海
と
な
り
、
滄
海
も
山
と
変
ず
。
今
を
以
て
い
に
し
へ
を
論
ず
る
事
な
か
れ
。
「
山
中
の
宿
」
は
絵
の
右
上
部
。
こ
こ
は
西
近
江
路
の
敦
賀
側
の
最
南
端
の
宿
場
。
解
説
文
に
あ
る
「
江
州
大
物
超
専
寺
」
は
琵
琶
湖
の
西
岸
、
滋
賀
県
志
賀
町
大
物
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
。
絵
の
左
側
の
「
光
伝
寺
」
は
浄
土
宗
の
寺
院
。
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
て
、
今
は
な
い
。「
光
伝
寺
」
の
門
前
、「
く
」
の
字
に
折
れ
曲
が
る
街
道
沿
い
に
は
、
馬
か
ら
積
荷
を
下
ろ
し
た
り
、
馬
に
水
を
与
え
た
り
し
て
い
る
男
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
敦
賀
ま
で
は
四
里
（
十
六
㎞
）、
近
江
の
海
津
ま
で
は
三
里
半
（
十
四
㎞
）
の
距
離
。
近
世
後
期
の
荒
父
山
山
麓
は
、
絵
の
よ
う
に
街
道
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
今
は
都
よ
り
の
往
来
繁
く
街
道
と
挿絵４　荒乳山
名
所
図
会
に
見
る
近
世
後
期
の
若
狭
と
越
前
（
一
）
―
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
―
七
な
り
た
れ
ば
、
山
を
開
き
道
を
造
り
往
来
せ
る
に
容
易
し
」
で
あ
っ
た
。
４
　
湯
尾
峠
挿
絵
５
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
掲
載
の
湯
尾
峠
の
挿
絵
で
あ
る
。
湯
尾
峠
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
解
説
文
に
「
湯
尾
峠
は
今
庄
と
鯖
波
の
間
に
あ
り
、
孫
嫡
子
の
茶
屋
と
て
疱
瘡
の
守
を
出
だ
す
所
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
北
国
街
道
（
現
在
の
国
道
三
六
五
号
線
）
の
今
庄
宿
と
鯖
波
の
間
、
現
在
の
南
越
前
町
湯
尾
に
あ
る
標
高
約
二
百
ｍ
の
峠
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
こ
の
峠
に
は
「
孫
嫡
子
の
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
る
茶
屋
が
あ
り
、
そ
こ
で
疱
瘡
に
ご
利
益
の
あ
る
札
が
授
け
ら
れ
て
い
た
。
湯
尾
峠
の
孫
嫡
子
の
茶
屋
は
井
原
西
鶴
『
男
色
大
鑑
』、
近
松
門
左
衛
門
『
傾
城
反
魂
香
』、
十
返
舎
一
九
『
湯
尾
峠
孫
杓
子
由
来
』
に
も
登
場
す
る
ほ
ど
、
江
戸
時
代
は
全
国
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
絵
は
右
が
南
で
、
左
が
北
。
図
の
右
端
に
「
木
の
目
峠
」、
そ
の
左
に
「
中
河
内
」
と
あ
る
。「
中
河
内
」
は
近
江
国
、
現
在
の
滋
賀
県
西
浅
井
郡
で
あ
る
。
絵
の
左
上
部
に
見
え
る
茅
葺
の
茶
屋
が
「
孫
嫡
子
の
茶
屋
」。
店
頭
に
「
孫
嫡
子
大
明
神
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
孫
嫡
子
」
と
は
子
々
孫
々
ま
で
と
い
う
意
味
。
こ
の
札
が
あ
れ
ば
疱
瘡
は
治
癒
し
、
ま
た
、
そ
の
家
は
子
々
孫
々
ま
で
疱
瘡
が
軽
く
済
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。
店
の
縁
に
は
三
人
の
男
。
そ
の
右
端
、
頬
に
疱
瘡
の
あ
と
の
見
え
る
男
が
店
の
女
か
ら
札
を
頂
い
て
い
る
。
店
前
の
街
道
に
は
振
袖
姿
の
少
女
が
一
人
。
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
袖
で
顔
を
隠
し
て
い
る
が
、
そ
の
隙
間
か
ら
見
え
る
顔
に
は
確
か
に
疱
瘡
の
痕
。
彼
女
も
こ
挿絵５　湯尾峠
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
八
の
茶
店
の
ご
利
益
に
与
り
に
着
た
一
人
。
こ
の
後
は
近
く
の
孫
嫡
子
社
へ
参
拝
し
、
そ
の
近
く
に
待
た
せ
て
あ
る
駕
籠
で
帰
る
は
ず
で
あ
る
。
５
　
越
前
奉
書
紙
挿
絵
６
は
越
前
和
紙
の
製
造
過
程
を
描
い
た
も
の
。『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
右
上
部
、
上
半
身
裸
の
男
が
筵
に
座
し
て
、
箆
の
よ
う
な
棒
で
原
材
料
の
白
皮
を
叩
い
て
、
繊
維
を
一
本
ず
つ
解
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
を
叩
解
と
い
う
。
叩
解
が
終
わ
る
と
、
絵
の
中
央
部
、
漉
舟
と
呼
ば
れ
る
長
方
形
の
舟
に
水
を
張
り
、
そ
こ
に
叩
解
し
た
紙
料
と
ネ
リ
を
入
れ
て
紙
料
液
を
作
る
。
絵
に
は
二
人
の
女
性
が
台
の
上
に
座
っ
て
、
漉
桁
で
漉
舟
の
中
の
紙
料
を
す
く
い
、
前
後
左
右
に
軽
く
ゆ
す
っ
て
、
水
分
を
落
と
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
を
汲
み
入
れ
と
い
い
、
汲
み
入
れ
を
繰
り
返
し
て
、
希
望
の
厚
さ
の
紙
を
作
る
製
法
を
流
し
漉
き
と
い
う
。
漉
き
上
が
っ
た
紙
は
、
絵
の
左
下
隅
に
見
え
る
紙
床
板
の
上
に
重
ね
て
置
か
れ
、
あ
る
程
度
の
量
の
紙
が
積
み
上
が
っ
た
ら
、
絵
の
中
央
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紙
床
板
ご
と
抱
え
上
げ
ら
れ
て
、
絵
の
左
上
部
の
干
板
近
く
ま
で
運
ば
れ
る
。
絵
に
は
ま
だ
湿
り
の
残
っ
て
い
る
和
紙
を
一
枚
ず
つ
銀
杏
の
板
に
張
り
、
乾
燥
さ
せ
て
い
る
女
性
の
姿
が
見
え
る
。
乾
燥
さ
せ
た
和
紙
は
そ
の
後
、
一
枚
一
枚
、
選
別
・
検
品
を
受
け
た
あ
と
、
規
定
の
寸
法
に
裁
断
・
梱
包
さ
れ
、
絵
の
右
下
隅
、
運
送
を
担
当
す
る
男
た
ち
に
よ
っ
て
、
江
戸
や
上
方
へ
と
発
送
さ
れ
る
。
挿絵６　越前奉書紙
名
所
図
会
に
見
る
近
世
後
期
の
若
狭
と
越
前
（
一
）
―
嶺
南
地
方
か
ら
丹
南
地
方
南
部
ま
で
―
九
絵
の
右
側
の
解
説
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
越
前
奉
書
紙
。
奉
書
、
余
国
よ
り
出
れ
ど
も
、
越
前
に
及
ぶ
物
な
し
。
越
前
奉
書
そ
の
品
多
し
。
大
広
、
御
前
広
、
本
政
、
間
政
、
上
判
、
真
草
、
半
草
、
刮
、
外
口
、
大
鷹
、
中
た
か
、
小
引
、
つ
や
な
し
、
雲
紙
、
尺
長
、
間
に
あ
ひ
、
鳥
の
子
、
薄
や
う
、
中
や
う
、
い
づ
れ
も
紙
の
性
よ
く
つ
や
有
り
て
つ
よ
し
。
お
よ
そ
日
本
よ
り
紙
お
ほ
く
出
る
中
に
、
越
前
奉
書
、
美
濃
の
な
を
し
、
関
東
の
西
ノ
内
程
村
、
長
門
の
岩
国
半
紙
、
も
つ
と
も
上
品
な
り
。
越
前
和
紙
は
日
本
最
高
級
の
品
質
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
富
な
品
揃
え
で
、
当
時
の
人
々
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
第
一
編
終
了
）
